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**2015 年 10 月 19 日（第 23 版 新記載要領に基づく改訂） 

 *2015 年 1 月 26 日（第 22 版） 

認証番号 218ACBZX00004000 

 

機 械 器 具 ０ ９  医 療 用 エ ッ ク ス 線 装 置 及 び 医 療 用 エ ッ ク ス 線 装 置 用 エ ッ ク ス 線 管  

管 理  据 置 型 デ ジ タ ル 式 循 環 器 用 Ｘ 線 透 視 診 断 装 置  J M D N  3 7 6 2 3 0 0 0  

特 管 （ 設 置 ）   Ｘ線循環器診断システム 

Infinix Celeve-i ＩＮＦＸ－８０００Ｃ 
 

 

【 形 状 ・ 構 造 及 び 原 理 等 】  
＜構成＞ 

(1) 基本構成 

<1> 天井走行式Ｃアーム 2 

・天井走行式Ｃアーム形保持装置 2 

・診断用Ｘ線可動絞り 4（BLA-900C） 

・Ｘ線管装置 1（DSRX-T7444GDS） 

・Ｘ線平面検出器 1（TFP-800A） 

・Ｘ線用グリッド 1 

<2> カテーテルテーブル 1 

<3> 診断用Ｘ線高電圧装置 2 

<4> デジタルラジオグラフィ装置 2 

<5> メインコンソール C 

<6> パワーオンスイッチボックス 

<7> 操作室用透視フットスイッチ 

<8> システムモニタ 

<9> モニタ（透視モニタ／参照モニタ） 

<10> テーブルサイドコンソール 2 

<11> フットスイッチ 

(2) オプション 

<1> 診断用Ｘ線高電圧装置 1 

<2> デジタルラジオグラフィ装置 1 

<3> カテーテルテーブル 2（CAT-860B） 

<4> 診断用Ｘ線可動絞り 3（BLA-900A） 

<5> Ｘ線管装置 2（DRX-T7445GFS） 

<6> Ｘ線管装置 3（DSRX-T7345GFS） 

<7> Ｘ線管装置 4（DRX-T7345GFS） 

<8> Ｘ線平面検出器 3（TFP-1200A） 

<9> Ｘ線用グリッド 2 

<10> モニタ（透視モニタ／参照モニタ） 

<11> デジタルラジオグラフィ装置 1,2 用のオプション 

・DSA キット（ソフトウエア） 

・ステッピング DSA キット（ソフトウエア） 

・回転 DSA キット（ソフトウエア） 

・3D アンギオキット（ソフトウエア） 

・DICOM ストレージキット（ソフトウエア） 

・DICOM RIS 接続キット（ソフトウエア） 

・QCA キット（ソフトウエア） 

・LVA キット（ソフトウエア） 

・QVA キット（ソフトウエア） 

・外部信号表示キット 

・外部表示モニタ 

・参照モニタ追加キット 

・ローコントラストイメージングキット 

 （ソフトウエア） 

・SNRF キット 

・マイクキット 2 

・スポット透視キット（ソフトウエア） 

<12> ステップアップトランス 1 

 

<13> カテーテルテーブル 1 用のオプション 

・天板操作スイッチ 

・アームレスト 

・ハンドグリップ 

・アームカバー 

・サイドレール延長キット 

・補助天板キット 

・頭側天板操作スイッチキット 

・天板操作コンソール 

・天板マット 

・天板回転ロックレバー 

<14> フットスイッチ 

<15> 線量計 

<16>  CT 対応キット 1 

<17> 3D 再構成 PC 

<18> 高速化キット（ソフトウエア） 

<19> CV-3D キット（ソフトウエア） 

<20> CV-3D PC 

<21> スキャンコンバータ 

<22> フットスイッチ 2 

<23> レビューコンソール 

<24> カテーテルテーブル 3（CAT-880B） 

<25> 天井走行式Ｃアーム 3 

・天井走行式Ｃアーム形保持装置 3 

・診断用Ｘ線可動絞り 3（BLA-900A） 

・Ｘ線管装置 3（DSRX-T7345GFS） 

・Ｘ線平面検出器 2（TFP-1216A） 

・Ｘ線用グリッド 2 

<26> サテライトコンソール 2 

<27>  3D ロードマップキット 

<28> 大画面モニタ 

<29> タッチパネルコントローラ用スタンド 

<30> マルチモダリティーロードマップキット（ソフトウエア） 

<31> TAVR 支援キット（ソフトウエア） 

<32> 磁気シールドキット 1 

<33> 磁気シールドキット 2 

<34> 磁気シールドキット 3 

<35> CT 対応キット 2 

<36> グリッド着脱ユニット 1 

<37> グリッド着脱ユニット 2 

<38> グリッド着脱ユニット 3 

<39> ステップアップトランス 2 

<40> 統合モニタ 

<41> デジタル映像出力キット 

<42> ワイヤレスフットスイッチ SP 

<43> Ｘ線管装置 5（DSRX-T7445GFS） 

詳細は、装置付属の取扱説明書の「第 2 章 構成」を参照し

てください。 
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＜各部の名称＞ 

(1) 基本構成（操作室内） 

 

(2) 基本構成＋外部表示モニタ（オプション）他（検査室内） 

 

(3) 基本構成＋天井走行式Ｃアーム形保持装置 3（オプション）他 

（検査室内） 

 

(4) 基本構成筐体＋オプション筐体（機械室内） 

 

(5) 寸法（基本構成のみ）（寸法：㎜） 

・天井走行式Ｃアーム形保持装置 2（本体） 

  1740(幅)、2712(高さ)、2439(奥行) 

・天井走行式Ｃアーム形保持装置 2（制御キャビネット） 

  572(幅)、2312(高さ)、461(奥行) 

  572(幅)、2205(高さ)、506(奥行)（小型筐体） 

・カテーテルテーブル 1 

  750(幅)、775(高さ)、2950(奥行) 

・デジタルラジオグラフィ装置 2（本体） 

  772(幅)、2205(高さ)、506(奥行) 

・診断用Ｘ線高電圧装置 2 

  572(幅)、2205(高さ)、506(奥行) 

・メインコンソール C 

  334(幅)、99(高さ)、166(奥行) 

・システムモニタ 

  453(幅)、415(高さ)、220(奥行) 

・モニタ（透視モニタ／参照モニタ） 

  432(幅)、418(高さ)、220(奥行) 

・テーブルサイドコンソール 2 

  540(幅)、122(高さ)、217(奥行) 

＜作動・動作原理＞ 

(1) 本装置に構成される診断用Ｘ線高電圧装置からの高電圧出

力をＸ線管装置に供給し、発生したＸ線ビームを患者に照

射します。Ｘ線ビームは、診断用Ｘ線可動絞りにて、設定

された照射野に調整されます。患者を透過したＸ線ビーム

は、Ｘ線用グリッドで散乱線が低減された後、Ｘ線平面検

出器でＸ線の蛍光作用を利用して電気信号に変換され、デ

ジタル画像信号として、デジタルラジオグラフィ装置に取

り込まれ、デジタル画像の画像処理および記録するととも

に、モニタへの表示を行います。さらに、ネットワークへ

の転送も行います。 

(2) 天井走行式Ｃアーム形保持装置は、電動駆動で長手方向／

横手方向への移動、アームの回転をします。カテーテルテ

ーブルは天板の長手動／横手動／回転が手動で、天板の上

下動等が電動駆動となっています。 

(3) Ｘ線の照射技法には透視と撮影があります。 

＊ 

＊ 
 

 

＊＊
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＜電気定格＞ 

(1) 電源 1 ： 診断用Ｘ線高電圧装置 1,2、デジタルラジオグラ 

  フィ装置 2、保持装置、およびカテーテルテーブ 

  ル用電源 

・ 定格電圧 三相交流 380/400/415/440/480V  

 又は三相交流 200V（ステップアップ 

 トランス 1,2（オプション）組合せ必要） 

・ 電源周波数 50/60Hz 

・ 消費電力 

最大 160kVA（診断用Ｘ線高電圧装置 1 構成の場合） 

最大 170kVA（診断用Ｘ線高電圧装置 2 構成の場合） 

(2) 電源 2 ： 診断用Ｘ線高電圧装置 1、デジタルラジオグラフ 

  ィ装置 1,2、Ｘ線平面検出器、およびモニタ用電

  源 

・ 定格電圧 単相交流 200/220/230/240V 

・ 電源周波数 50/60Hz 

・ 消費電力 最大 6kVA 

＜機器の分類＞ 

・ 電撃に対する保護の形式 ： クラスⅠ機器 

・ 電撃に対する保護の程度 ： Ｂ形装着部をもつ機器 

 

【 使 用 目 的 又 は 効 果 】  
循環器透視撮影を主な目的とし、人体を透過したＸ線の蛍光作用

を利用して人体画像情報を診療のために提供する装置である。 

 

【 使 用 方 法 等 】  
＜操作方法＞ 

(1) システムの電源投入 

パワーオンスイッチボックスの電源 ON スイッチを押し、

システムの電源投入を行い、システムを起動します。 

(2) 検査準備・検査開始 

<1> 患者をカテーテルテーブルの天板に乗せます。 

<2> 天板の高さを調整し、天井走行式Ｃアーム形保持装置

を基準位置へ移動します。インジェクタ（組合せ可能

な医療機器）、CT システム（組合せ可能な医療機器）

の準備をします。 

<3> 患者と、その検査に関する情報を登録します。 

<4> 検査開始操作を行うと、システムは、設定された透視

条件、撮影条件で検査を開始できるようになります。 

(3) 透視・撮影 

<1> 透視スイッチを押して目的の部位を確認します。必要

に応じて、カテーテルテーブルの天板、天井走行式 

Ｃアーム形保持装置の位置を移動します。透視スイッ

チを離すとＸ線照射は中断されます。 

<2> 撮影する部位を、カテーテルテーブルの天板の移動、

天井走行式Ｃアーム形保持装置を移動して設定します。 

<3> 撮影条件を選択し、撮影スイッチを押すことで、撮影

が開始されます。撮影中の画像は、検査室および操作

室のモニタ上に表示され、記録されます。 

<4> 設定した撮影時間が経過するか、撮影スイッチを離す

ことで、撮影（画像収集）が完了します。 

(4) 画像表示・画像処理 

<1> 画像記録部に記録された画像をモニタ上に表示します。

再生、コマ送りなどの操作ができます。 

<2> 選択した任意のフレーム画像を、参照画像として記録

します。 

<3> 記録した参照画像もモニタ上に表示して、各種の画像

処理を行うことができます。 

<4> 3D アンギオキット（オプション）やローコントラスト

イメージングキット（オプション）で撮影した画像に

ついては、3D 再構成 PC（オプション）で三次元再構

成を行います。また、CV-3D キット（オプション）／

CV-3D PC（オプション）で臨床解析を行います。また、

3D ロードマップキット（オプション）やマルチモダリ

ティーロードマップキット（オプション）で三次元再

構成画像と透視画像との重ね合わせ処理を行います。 

(5) 検査の終了 

操作室で、検査終了操作を行います。検査を終了すると、

別の患者の検査を開始できる状態となります。 

(6) システムの終了 

<1> 操作室で、システムシャットダウン操作を行います。

システムのシャットダウン処理完了後、システム全体

の電源が自動的に切れます。 

<2> 緊急時には、パワーオンスイッチボックスの電源 OFF 

スイッチを押すと、電源が切断されます。また、機械

的動作を止める手段として、緊急停止スイッチが、パ

ワーオンスイッチボックス、テーブルサイドコンソー

ル、サテライトコンソール（オプション）等にありま

す。 

＜本システムに組合せ可能な医療機器等＞ 

(1) 販売名：アンギオマット イルーミナ 

承認番号：21000BZG00009000 

製造販売業者：ユフ精器株式会社 

(2) 販売名：東芝スキャナ Aquilion TSX-101A 

認証番号：21000BZZ00377000 

製造販売業者：東芝メディカルシステムズ株式会社 

(3) 販売名：東芝スキャナ Aquilion TSX-201A 

認証番号：21700BZZ00087000 

製造販売業者：東芝メディカルシステムズ株式会社 

(4) 販売名：東芝スキャナ Asteion TSX-021B 

認証番号：21100BZZ00359000 

製造販売業者：東芝メディカルシステムズ株式会社 

(5) 販売名：ザイオステーション 

承認番号：21600BZZ00358000 

製造販売業者：ザイオソフト株式会社 

(6) 販売名：ゾーンマスター 

認証番号：21500BZZ00153000 

製造販売業者：スーガン株式会社 

(7) 販売名：造影剤注入装置 Press Pro 

承認番号：21400BZZ00324000 

製造販売業者：株式会社 根本杏林堂 

(8) 販売名：オートインジェクター 120S シリーズ 

承認番号：20600BZZ01045000 

製造販売業者：株式会社 根本杏林堂 

(9) 販売名：アバンタ インジェクション システム 

認証番号：219AABZX00075000 

製造販売業者：日本メドラッド株式会社 

(10) 販売名：ACIST インジェクションシステム 

認証番号：21200BZY00103000 

製造販売業者：ディーブイエックス株式会社 

(11) 販売名：造影剤注入装置 Press Duo 

認証番号：221ABBZX00152000 

製造販売業者：株式会社 根本杏林堂 

(12) 販売名：ザイオステーション 2 

承認番号：21600BZZ00358A01 

製造販売業者：ザイオソフト株式会社 

(13) 販売名：ザイオステーション 2 PLUS 

認証番号：223ABBZX00032000 

製造販売業者：ザイオソフト株式会社 

(14)販売名：MARK7 ARTERION インジェクション システム 

認証番号：223AABZX00121000 

製造販売業者：日本メドラッド株式会社 

(15) 販売名：アンギオワークステーション XIDF-AWS801 

認証番号：224ACBZX00032000 

製造販売業者：東芝メディカルシステムズ株式会社 

(16) 販売名：東芝スキャナ Aquilion ONE TSX-301C 

認証番号：224ACBZX00004000 

製造販売業者：東芝メディカルシステムズ株式会社 

(17) 販売名：東芝スキャナ Aquilion PRIME TSX-303A 

認証番号：225ACBZX00001000 

製造販売業者：東芝メディカルシステムズ株式会社 

 

＊＊ 

＊ 

＊＊
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【 使 用 上 の 注 意 】  
＜重要な基本的注意＞ 

(1) この装置は防爆形ではないので、装置の近くで可燃性およ

び爆発性気体を使用しないこと。 

(2) 最大許容患者質量（カテーテルテーブル 1（CAT-850B） 

:220 ㎏、カテーテルテーブル 2（CAT-860B）:200 ㎏、カテ

ーテルテーブル 3（CAT-880B）:250 ㎏）を超える体重の患

者には使用しないこと。 

(3) 天板を出したまま、患者を乗り降りさせないこと。 

(4) 天板を出したまま、心臓マッサージをしないこと。 

(5) 検査を開始する前に、装置に異常がないこと、構成品、付

属品、オプション品が確実に固定されていることを確認す

ること。 

(6) 検査前に患者の位置、状態をよく確認すること。 

(7) Ｘ線被ばくを防止するため、次の注意事項を守ること。 

・ 防護服の着用や防護エプロンの使用など最適なＸ線防護

手段をとること。 

・ Ｘ線照射範囲を絞り込み、不要な部位へのＸ線被ばく量

を減らすこと。 

・ 透視不要のときはＸ線照射をオフし、透視時間を必要最

小限に抑えること。 

・ 患者の皮膚からＸ線焦点までの距離（SSD）をできる限り

大きくすること。 

・ Ｘ線ビーム内に検査に必要ないものを置かないこと。 

・ 高線量率制御（HLC）透視は、通常の透視と比較すると 

Ｘ線被ばく量が増加するので、注意すること。 

・ Ｘ線の誤照射に十分注意すること。 

(8) 患者や医療従事者の手足指挟みに十分注意すること。 

・ 検査中に、医療従事者は、装置の可動部での手足指等が

挟まれないように注意すること。 

・ 検査の前に、装置の可動部に触れないよう患者に指導す

ること。検査中も、患者が装置の可動部に触れないよう

注意すること。 

(9) 保持装置やカテーテルテーブルと、患者や医療従事者との

接触に十分気をつけること。また保持装置やカテーテルテ

ーブルの動作範囲内に物を置かないこと。 

(10) 検査を継続できない障害発生に備え、透視可能な装置また

は他のカテーテル検査室を準備すること。 

(11) 検査中は、表示器および患者の様子や動作を常に注意する

こと。 

(12) 解析（狭窄率計測、距離計測）結果は、検査を進める上で

の参考値として使用し、確定診断には使用しないこと。 

(13) 感染を防ぐため、次のことを守ること。 

・ 血液が付着した場合など消毒が必要な場合は、適切な消

毒作業を行うこと。 

・ テーブルサイドコンソールとＸ線検出器に滅菌キャップ

を被せて使用すること。 

(14) 植込み型心臓ペースメーカ又は植込み型除細動器の本体の

植込み部位にパルス状の連続したＸ線束を照射する検査を

行う場合、これらの機器に不適切な動作が発生する可能性

がある。検査や処置上やむを得ず、本体の植込み部位にＸ

線束を照射する場合には、植込み型心臓ペースメーカ又は

植込み型除細動器の添付文書の「重要な基本的注意」の項

および「相互作用」の項等を参照し、適切な処置を行うこ

と。 

(15) 装置に影響を及ぼすおそれがあるため、検査室および操作

室内で、携帯電話など電磁波を発生する機器を使用しない

こと。 

(16) 指定された機器以外の装置を接続した場合、所定の EMC 性

能を発揮できないおそれがあるので指定機器以外は接続し

ないこと。 

(17) 持ち込んだ他の検査・診断機器の接地点とこの装置の接地

点を接地線（アース）で接続して使用すること。 

＜相互作用＞ 

(1) 併用注意（併用に注意すること。） 

医療機器 

の名称等 
臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

 

植込み型心

臓ペースメ

ーカ 

植込み型除

細動器 

 

・植込み型心臓ペースメ 

ーカ又は植込み型除細

動器の本体の植込み部

位にパルス状の連続し

たＸ線束を照射する検

査を行う場合、これらの

機器に不適切な動作が

発生する可能性がある。 

・検査や処置上やむを得

ず、本体の植込み部位に

パルス状の連続したＸ

線束を照射する場合に

は、植込み型心臓ペース

メーカ又は植込み型除

細動器の添付文書の「重

要な基本的注意」の項お

よび「相互作用」の項等

を参照し、適切な処置を

行うこと。 

 

パルス状の連続した

Ｘ線束を照射する透

視および撮影（数秒以

内での連続した撮

影、パルス透視、DA 撮

影、DSA 撮影、シネ撮

影等）を行う場合、植

込み型心臓ペースメ

ーカ又は植込み型除

細動器内部の C-MOS 

回路に影響を与える

こと等により、オーバ

ーセンシングが起こ

り、ペーシングパルス

出力が一時的に抑制

されたり、不適切な頻

拍治療を行うことが

ある。 

 

＜妊婦、産婦、授乳婦および小児等への適用＞ 

(1) 小児、妊娠や妊娠の疑いのある患者、および授乳中の患者

に使用する場合は慎重に行うこと。 

＜その他の注意＞ 
(1) この装置を廃棄する場合は産業廃棄物となる。必ず地方自

治体の条例・規則に従い、許可を得た産業廃棄処分業者に

廃棄を依頼すること。 

この他にも本装置を使用するに当たっての注意事項が、取扱説

明書に記載してありますので、装置を使用する前に必ずお読み

ください。 

 

【 保 守 ・ 点 検 に 係 る 事 項 】  
＜使用者による保守点検事項＞ 

点検頻度 点検項目 

日常点検 
（始業点検、終業点検）

外観・付属品 
清浄性 
装置周辺状況 
機能 
安全機能 

定期点検 （業者による保守点検事項による）

※使用者による保守点検の詳細については、「取扱説明書の保

守点検の項」を確認すること。 

＜業者による保守点検事項＞ 

点検頻度 点検項目 

定期点検（1 年ごと） 

外観・付属品 
清浄性 
機能 
安全機能 

定期点検（2～7 年ごと） 定期交換部品 

 

＊＊

＊＊ 

＊＊

＊＊
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【 保 管 方 法 及 び 有 効 期 間 等 】  
＜使用環境条件＞ 

・ 周囲温度 ：15(*1) ～ 33℃ 

・ 相対湿度 ：35 ～ 70％（結露しないこと）(*2) 

(*1) DSRX-T7444GDS、DSRX-T7345GFS 組合せ時は 18℃となりま

す。 

(*2) 線量計（オプション）組合せ時は、上記条件に加え、絶対

湿度 20g/m3 以下（例：30℃のとき相対湿度 65％ 以下、

33℃のとき相対湿度 55％以下）でご使用ください。 

＜耐用期間＞ 

指定された保守点検を実施した場合に 10 年です。 

[自己認証（当社データ）による] 

（ただし、耐用期間は使用状態により変化するため、個別に定

める場合はこれを優先します。） 

なお、耐用期間内においても次の部品は交換が必要です。 

<1> 定期交換部品 

装置を構成する部品の中にはモデルチェンジの周期が短い一

般市販部品があり、耐用期間内であってもサービスパーツを供

給できなくなる場合があります。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
〔製造販売業者〕 

東芝メディカルシステムズ株式会社 

 電話番号 0120-1048-01（コールセンタ） 

 ホームページ http://www.toshiba-medical.co.jp/ 

〔販売業者（販売店）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo true
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




